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Vol.85
ご 

挨 

拶
北
辰
会
会
長

篭
原　

裕
明

（
昭
和
42
年　

電
子
科
卒
）

　

令
和
４
年
10
月
11
日
㈫
勝
山
御
所
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い

て
、第
29
回
北
辰
会
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一昨
年
、昨
年
に
続
き
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、北
辰
会
、各
支
部
の

行
事
も
殆
ど
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
中
、ゴ
ル
フ
大
会
は
屋
外

で
行
う
競
技
で
あ
り
、三
密
が
避
け
ら
れ
る
為
に
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
た
上
で
、中
止
す
る
事
無
く
続
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、母
校
の
体
育
大
会
が一週
間
延
期
さ
れ
た
為
に
先
生
方

が
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
年
は
予
定
通
り
10
月
８
日
㈯
に

行
わ
れ
た
の
で
先
生
方
12
名
を
含
め
１
０
１
名
が
参
加
し
、絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま
れ
盛

大
に
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

  

今
回
も
篭
原
会
長
他
、参
加
者
岡
田
京
子
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、特
別
賞
、大
会
協
賛
品
賞

を
準
備
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
と
広
告
掲
載
に
協
力
し
て
戴
い
た
企
業
の
皆
様
や
当
日
運
営
に
ご
協
力

下
さ
い
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
は
、第
30
回
目
の
記
念
大
会
に
な
り
ま
す
。今
年
よ
り
も
盛

大
な
大
会
に
な
る
よ
う
実
行
委
員
一同
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
収
益
は
、教
育
振
興
基
金
を
通
し
て
今
年
久
々
に
全

国
大
会
に
出
場
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
や
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
、そ
の
他

部
活
動
等
の
支
援
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

⃝
	

男
性
の
部

　

優
勝　
　

高
倉　

健
治（
45
年
機
械
）

　

準
優
勝　

村
上　

節
生（
一
般
）

　

3
位　
　

田
中　

博
志（
44
年
電
気
）

　

4
位
～
10
位

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　
　
　
　

高
倉　

健
治（
45
年
機
械
）73

　

Ｂ
Ｂ
賞　

小
山　

玲
央（
教
職
員
）

⃝
	

女
性
の
部

　

優
勝　
　

桧
山
き
み
香（
一
般
）

　

準
優
勝　

白
川　

洋
子（
一
般
）

　

3
位　
　

西
尾　

英
子（
一
般
）

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　
　
　
　

桧
山
き
み
香（
一
般
）93

　

Ｂ
Ｂ
賞　

渕　

け
い
子（
一
般
）

⃝
	

参
加
者
全
体

　

飛
び
賞　

15
位
～
95
位
ま
で
５
飛
び

　

大
会
賞　

29
位

　
　

上
田　

周
一（
一
般
）

　

当
日
賞　

11
位

　
　

西
尾　

純
一（
43
年
機
械
）繰
り
上
げ　

　

特
別
賞【
小
倉
牛
ス
テ
ー
キ
肉
】

　
　

白
川　

洋
子（
一
般
）

　
　

桑
野　

和
親（
35
年
機
械
）

　
　

高
木　

正
弘（
一
般
）

　
　

阿
部　

知
之（
一
般
）

　
　

吉
形　

政
衡（
教
職
員
）

　
　

田
中
貴
美
子（
教
職
員
）

　

大
会
協
賛
品
賞

　
　

財
前　

準
一（
一
般
）

　
　

小
川　

真
司（
Ｈ
13
年
電
子
機
械
）

北
辰
会
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

第29回

会
員
の
皆
様
、
三
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
で
日
々
大
変
な
中
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
感
染
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
感
染
な
ど
病
床
に
お
ら
れ
る
方
々
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
万

全
に
行
い
教
育
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
勉

学
、
進
路
は
じ
め
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
入
学
し
た
生
徒
が
最
上
級
生
と
な
る

今
年
は
、
野
球
部
が
春
の
九
州
大
会
出
場
、
夏
の

大
会
で
は
県
ベ
ス
ト
４
ま
で
勝
ち
進
む
大
活
躍
を

見
せ
、
甲
子
園
あ
と
一
歩
ま
で
近
づ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
部
や
空
手
道
部
の
九
州
大
会
・
全
国

大
会
出
場
、
モ
ノ
づ
く
り
で
は
化
学
分
析
部
門
で

九
州
大
会
出
場
、
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
で
は
九

州
一
位
に
輝
き
、
来
春
の
全
国
大
会
で
は
全
国
一

位
を
目
指
し
て
特
訓
中
で
す
。
三
年
間
を
コ
ロ
ナ

禍
で
倉
工
生
と
し
て
過
ご
し
た
母
校
後
輩
は
素
晴

ら
し
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
ご
報
告
し
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
発
生
時

か
ら
直
ち
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
が
連
携
し
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
母
校
の
教
育
活
動
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
母
校
在
校
生
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
は
、

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
先
輩
諸
氏
の
お
か
げ

で
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き

母
校
の
教
育
活
動
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
辰
会
活
動
は
、
今
年
は
総
会
を
開
催
す
べ
く

年
明
け
よ
り
準
備
体
制
を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
再

び
猛
威
を
振
る
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
春
・

秋
と
も
開
催
を
断
念
し
ま
し
た
。
諸
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
を
含
め
た
活
動
・
会
合
も
唯
一
屋
外
開
催
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
除
き
、
自
粛
を
続
け
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
報
を
通
じ

て
取
り
組
み
の
報
告
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

今
後
、
依
然
続
く
コ
ロ
ナ
の
動
き
に
注
視
し
な

が
ら
北
辰
会
と
し
て
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

母
校
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
北
辰
会
活
動

に
つ
き
ま
し
て
も
、
感
染
防
止
を
第
一
に
学
校
の

方
針
に
合
わ
せ
な
が
ら
計
画
し
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど

含
め
可
能
な
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
国
の

動
向
も
見
な
が
ら
、
来
春
以
降
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
対
応
が
可
能
と
な
り
来
年
度
北
辰
会
総
会
・
懇

親
会
を
行
え
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

北
辰
会
会
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
支

援
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と

し
ま
す
。

旧電車通り

小文字通り

至戸畑

コレット井筒屋

ホテルテトラ北九州ホテルテトラ北九州

日本生命
中央
第一
中央
第一西日本

シティ銀行

北九州
銀行

JTB小倉ビル ニュー
南国ビル

パークサイドビル

西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場

堺町公園

南国ビル

福岡
銀行

至門司

チャチャタウン

浅
香
通
り

モ
ノ
レ
ー
ル
平
和
通
り
駅

平
和
通
り

平
和
通
り

JR小倉駅

★

小倉
飯店

小文字歩道橋

リーガロイヤルホテル

十
八
銀
行
第
一
生
命

共
同
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

十
八
銀
行
第
一
生
命

共
同
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

新型コロナウイルスの影響で延期する場合があります。
　その場合はHPでお知らせします。

受　付：14時から　　　
総　会：15時から
懇親会：16時30分から

会費：￥5,000

令和5年度 北辰会総会
日時：令和５年５月28日（日）

場所：	 小倉飯店　北九州市小倉北区堺町１-８-14　
　　　  TEL（093）521-8631

平成９年卒	 平成10年卒
平成21年卒	 平成22年卒

【当番幹事】

始球式をする篭原会長

開会式で挨拶する
馬場光三部活動後援会長1 HOKUSHINKAI



三
年
ぶ
り
、全
日
程
の「
体
育
大
会
」開
催
さ
れ
る
！

コ
ロ
ナ
禍
で
唯
一の
全
校
上
げ
て
の
学
校
行
事
と
し
て

様
々
な
形
の
感
染
防
止
と
日
程
短
縮
な
ど
制
約
下
で
開

催
さ
れ
て
き
た
母
校
の
体
育
大
会
、
令
和
４
年
度
体
育

大
会
は
、
全
日
程
が
復
活
し
、
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

母
校
で
は
、学
校
生
活
で
感
染
防
止
対
策
が
取
ら
れ
、

様
々
な
制
約
が
な
さ
れ
る
中
で
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
全
校
生
徒
が
参
加
す
る
学
校
行
事
は

コ
ロ
ナ
禍
で
は
開
催
が
難
し
く
な
か
な
か
行
う
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
度
も
昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
体
育
大
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
感
染
防
止
を
第
一に
考
え
な
が
ら
、
全

日
程
を
復
活
し
て
行
う
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
準
備
や
当
日
の
感
染
防
止
対
策
な
ど
学
校
で
は

万
全
を
尽
く
し
な
が
ら
計
画
さ
れ
、
当
日
に
向
け
て
準

備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
応
援
さ
れ
る
保
護
者
の
皆
様
や
同
窓
に
対
し

て
は
、
今
回
は
３
年
生
の
保
護
者
の
み
に
参
加
を
案
内

す
る
こ
と
と
し
、
１
・
２
年
生
の
保
護
者
、
同
窓
各
位
に

は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
同
窓
ス
タ
ッ
フ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
配
信
す
る
ネ
ッ
ト
で
の
配
信
で
観
戦
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

以
前
は
数
千
人
の
観
客
が
観
戦
す
る
大
会
で
し
た
が

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
活
用
を
含
め
て
、
全
日
程
の
体
育
大
会

が
今
年
度
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
素
晴
ら
し
い一日
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
全
日
程
の
体
育
大
会
を
経
験
し
な
い
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
３
年
間
を
過
ご
し
て
き
た
３
年
生
を

リ
ー
ダ
と
し
て
整
然
と
し
て
入
場
行
進
す
る
母
校
後
輩
、

倉
工
生
の
姿
は
、
雄
々
し
く
頼
も
し
い
も
の
で
し
た
。

好
天
の
中
、
順
調
に
競
技
が
進
み
三
年
ぶ
り
に
、
生

徒
の
ス
タ
ン
ド
席
を
復
活
さ
せ
、
一糸
乱
れ
ず
整
然
と
し

た
応
援
を
す
る
在
校
生
の
姿
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
ま
で
盛
り
上
が
っ
た
体
育
大
会
は
、
夕
暮
れ
と

と
も
に
各
科
の
応
援
合
戦
、
各
科
対
抗
リ
レ
ー
と
盛
り

上
が
り
、
最
後
に
生
徒
全
員
で
行
う
倉
工
応
援
で
各
科

で
戦
って
い
た
生
徒
諸
君
が
再
び
倉
工
生
と
し
て
全
員
で

応
援
歌
・
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て
整
然
と
閉
会

式
が
行
わ
れ
、
日
暮
れ
と
と
も
に
花
火
が
グ
ラ
ン
ド
を
舞

い
上
が
り
、
参
加
者
全
員
で
夜
空
の
花
火
の
輝
き
に
感

動
し
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
全
日
程
の
体
育
大
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
き
た
在
校
生
の
皆
さ
ん
が
、

岩
下
俊
作
先
輩
の
「
無
法
松
の一生
」（
富
島
松
五
郎
伝
）

で
も
出
て
く
る
母
校
の
伝
統
の
体
育
大
会
を
見
事
に
引

き
継
い
で
い
ま
し
た
。

在
校
生
諸
君
の
逞
し
さ
と
、
校
長
先
生
始
め
、
先
生

方
の
努
力
に
は
敬
意
を
表
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ

禍
で
母
校
の
歴
史
に
新
た
な一ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
で
は
昨
年
ま
で
と
同
様
に
、
ネ
ッ
ト

配
信
に
よ
る
体
育
大
会
の
動
画
配
信
が
、
卒
業
生
の
プ
ロ

の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
そ
の
ス
タ
ッフ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
や
同
窓

生
の
皆
さ
ん
な
ど
毎
年
数
千
人
の
方
々
が
全
国
で
視
聴

し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
在
校
中
の
思

い
出
と
合
わ
せ
て
ネ
ッ
ト
で
感
想
や
激
励
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
重
要
な
教
育
活
動
の
支
援

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
を
10
年
以
上
に
わ

た
り
続
け
て
い
た
だ
い
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
浅

野
勇
貴
（
平
成
10
年
電

子
卒
）
様
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

夏
休
み
が
終
わ
り
、
猛
暑
続
き
の
夏
も
ひ
と
段
落
つ
い
た
９
月

の
初
旬
に
、
全
生
徒
と
職
員
に
シ
ャ
ン
プ
ー
を
寄
贈
し
た
い
と
い

う
、
連
絡
の
旨
が
学
校
に
入
っ
た
。
様
々
な
諸
団
体
の
イ
メ
ー
ジ

ロ
ゴ
を
考
案
す
る
な
ど
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
兼
古
民
家
ス
タ
ジ
オ
カ

フ
ェ
お
た
福
（
京
都
郡
み
や
こ
町
犀
川
本
庄
２
８
９

－

５
）
代
表

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
O
B
の
大
田
拓
也
氏
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
来
校
の
際
に
シ
ャ
ン
プ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
高
校
生

活
３
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
描
い
た
と
い
う
学
校
正
門
風
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⃝日時：令和5年１月２日(月)・３日(火)
⃝時間：11時～17時
⃝場所：JR九州ステーションホテル小倉
　　　　　〒802-0001 福岡県北九州市小倉北区浅野1丁目1番1号
⃝費用：無料
⃝問い合わせ先：U・Iターン応援オフィス北九州
⃝電話：0120-0823-46
⃝メール：ui-turn.syoukai@shigotomarugoto.info

北九州市外で働くお子さん・お孫さん・
ご友人などにもお勧め下さい

▼

ホームページはコチラから

特別相談会
お正月のＵ・Ｉターン就職・移住

「北九州市に戻って働きたい」を
応援します！

全
生
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学
校
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絵
画
寄
贈

北九州から遠隔地に離れて就職している卒業生の方々
の中には、最近のコロナ禍等様々な状況の変化により北
九州へのＵターンを考えている人もいると聞いています。

北九州市では、下記のように特別相談会を企画してい
ます。相談してみては如何ですか？　地元での北辰会活
動に参加できるのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　          　北辰会事務局

お知らせ

北九州市主催
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⃝野球部
　定期戦　小倉工５－５福岡工　　引き分け
　夏大会　ベスト４　準決勝　対　九国大付属　　敗戦
　新人戦　　　１回戦　10 －６　小倉西
　　　　　　　２回戦　１－ 15　自由ヶ丘
　秋大会　　　１回戦　12 －０　若松商業
　　　　　　　２回戦　３－１　  福岡魁誠
　　　　　　　３回戦　４－５　  北筑
　一年生大会　１回戦　３－０　  小倉商業
　　　　　　　２回戦　４－３　  真颯館
　　　　　　　３回戦　３－５　  折尾愛真

⃝陸上部
　新人陸上対校選手権
　　男子 400 ｍＨ　２位　54 秒 03　電２　　宇山隼太
　　男子八種競技　 ５位　4301 点　 子機２    坂口謙伸
　九州大会　
　　男子 400 ｍＨ　４位　54 秒 30　電２　　宇山隼太
　JOC ジュニアオリンピック
　U18 陸上大会　　B 決勝　 ２位
　　男子 300 ｍＨ　　　　38 秒 73　電２　　宇山隼太

⃝バスケットボール部
　総体北部ブロック予選　７位　県大会出場
　県大会　　　１回戦　対　福大大濠　敗退
　ウィンターカップ北部予選
　　パート決勝　対　小倉高　敗退
　一年生大会（市民体育祭）　３位

⃝ソフトテニス部
　高校総体北部ブロック予選
　　団体　３位　　電機３　髙橋　黒田　永水　前田　榊原
　　　　　　　　　機械３　黒田　御手洗　松本
　高校北部大会　　　
　　団体　優勝　　電気２　楠本　大佐　西本　奥野
　　　　　　　　　機械２　福嶋　戸田
　　　　　　　　　電子２　福島
　　　　　　　　　電機２　崎野

⃝サッカー部
　高校総体北部予選　北部ブロック代表決定戦　敗退
　１年生大会（市民体育祭）  優勝

⃝ラグビー部　
　総体北部予選　２回戦敗退

⃝空手道部
　北部筑豊ブロック予選
　　男子団体組手　優勝　　電気３　   川上大輝　社川弘政
　　　　　　　　　　　　　機械３　   白川颯太
　　　　　　　　　　　　　電気２　   松田海音
　　　　　　　　　　　　　機械２　   大井　奏

　　女子団体組手　準優勝　化学３　   中村文乃
　　　　　　　　　　　　　電気２　   坂口歩花　今村由依　神谷芙洸
　新人大会、北部筑豊予選
　　男子団体組手　優勝　　電気２　   松田海音
　　　　　　　　　　　　　機械２　   大井　奏
    　九州大会へ　　　２位　電気１- １永井世音
　　　　　　（全国大会へ）　機械１- ２澤田将光　佐藤心一
　　女子団体組手　準優勝　電気２　   坂口歩花　今村由依　神谷芙洸
    　九州大会　　　　２位
    　男子団体形　　準優勝　電気１- １永井世音
    　九州大会　　　　５位　機械１- ２澤田将光　佐藤心一　
　　　　　　（全国大会へ）
　　男子個人組手（55kg）優勝　　機械１- ２ 澤田将光
　　女子個人組手（53kg）準優勝　電気２　　坂口歩花
　　女子個人組手（59kg）優勝　　電気２　　今村由依
　　女子個人形　　　　　 優勝　　電気２　　坂口歩花
　北九州市民体育祭
　　女子個人組手　　　　 準優勝　電気２　坂口歩花

⃝ハンドボール部
　総体北部予選　ベスト 16

文化部
⃝エレクトロニクス技術部
　ものづくりコンテスト　
　　電子回路組立部門　福岡県大会３位　電気３　　本郷友基
　　化学分析部門　　　福岡県大会優勝　工化３　　後藤月茄
　　　　　　　　　　　九州大会　２位　工化３　　後藤月茄
　ロボット競技大会　　
　　倉工１号　４位　全国大会出場（青森県）
　　　　　　　　　　　 機械科３　吉本航琉
　　96 チーム中 61 位　電気科３　朝倉一輝
　　　　　　　　　　　 電子科２　和田望愛
　マイコンカーラリー
　　福岡県大会　９名九州大会へ　　
　　　Ａ dvanced	 電子機械３	
　　　　　　　　　　　　　　　 大坪駿斗　　徳永　蓮
　　　　　　　　　　　　　　　 榊原龍吾　　兎耳山涼太
	 電子２	 古谷功織
	 電気１- ２	 本田道識
　　　Basic	 電子機械	 柏原由翔
	 電気１- １	 佐藤希来　　塩井涼雅
　　　Ａ dvanced  Class　古谷功織は 全国大会（１月）へ出場
　　　Basic  Class　　　　佐藤希来は 全国大会（１月）へ出場

⃝吹奏楽部
　北九州吹奏楽コンクール銀賞

第17回定期演奏会は、令和5年２月５日（日） 　13時30 分開演
ウエルとばたに於いて行います。入場無料です。定期演奏会のお知らせ

今年度の求人状況は、昨年以上の求人をいただき、求人企業数と求人数ともに増加しました。
特に他校に見ない職種の多さでは、生徒にとって充分に選択できる状況でありました。しかし、受
験倍率もあがり、中には２倍や３倍の厳しい倍率での受験もありました。そのため、３年生は進路
実現に向けて夏休み返上で努力を重ねてきました。

その結果、11月28日に就職希望者160名の全員の内定をいただきました。
進学希望者においても現在、推薦入試の結果待ちの状況で、一般入試に向けて準備していま

す。また、今年度は九州工業大学にも合格しています。
この成果は、同窓の皆様の各企業や各職場でのご活躍と本校への温かいご支援によるところ

が大変大きいと感謝しています。さらには、先輩諸氏から引き継がれている倉工魂で、一人一人
が高い進路意識を持って取り組んできた成果だと思います。本校職員は、今後もこの伝統を引継
ぐべく在校生全員の進路実現に向け全職員で指導してまいります。

進路状況
〈就職希望者：160名〉
内 定 者 …………… 160名

（県内78名、県外82名）内定率100％

公 務 員
北 九 州 市 技 術 …………………1名
自 衛 隊 …………………1名

残 …………………3名
進 学 希 望 者 ……………… 24名
合 計 …………… 189名

12月1日現在

就職率100％達成

バスケットボール部
新ユニフォーム

部活動成績
学 校 だ よ り

野球部県大会

陸上部U18陸上大会

空手道部九州大会

マイコンカーラリー九州大会

ロボット競技全国大会（青森県）
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　北辰会員の皆様に於かれましてはコロナウイルス感染防止対策に
充分注意しておられることと拝察申し上げます。
　一時少し収束の兆しが見えたものの第８波が猛威を振るい始めて
います。会員諸氏におかれましては充分な感染防止対策を講じてこの
難局を乗り切って下さい。このような状況の中ですが、北辰会活動を
止める事は、出来ません。
北辰会運営は、皆さんからの会費2,000円が根幹となります。
　年会費の納入をよろしくお願い致します。

　三年に亘るコロナ禍による北辰会本部、各支部共に総会、その他の
行事が殆ど中止されている中で多くの方のご尽力でオープンゴルフ大
会は、中止する事なく毎年続けています。大会要項には、会社経営者
その他多くの方 の々ご厚意により広告を掲載して頂いています。
　大会の収益は、教育振興基金を通して毎年母校に70万円を寄付し
ています。毎年多くの方からご支援して頂いている基金と併せて部活
動の支援やものづくり教育の一部に活用されています。
　今後とも教育振興基金へのご理解ご支援をお願いいたします。

令和３年度北辰会決算書及び令和４年度予算案 （単位：円）

費　目
令和3年4月1日～令和4年3月31日

令和4年度予算額 摘　要
予算額 決算額 対比増減 摘　要

収
　
　
　
入

前 年 度 繰 越 金 336,680 336,680 0 336,680

同 窓 会 費 2,000,000 1,670,000 330,000 2,000,000 @2,000円

新 入 生 入 会 金 564,000 564,000 0 @3,000円×188名 555,000 @3,000円×185名

在 校 生 同 窓 会 費 3,462,000 3,448,500 13,500 @500円×12ヶ月×1,2,3年 3,342,000 @500円×12ヶ月×1,2,3年

預 金 利 息 4 3 1 福銀 3円  3

名 簿 販 売 金 50,000 0 50,000 0冊 45,000 @5,000円

雑 収 入 87,316 7,000 80,316 21,317

合 計 6,500,000 6,026,183 473,817 6,300,000

支
　
　
　
　
　
　
出

支 部 還 元 金 50,000 20,000 30,000 支部活動支援費 50,000 支部活動支援費

組 織 対 策 費 200,000 0 200,000 組織強化費用 200,000 組織活性化・組織強化費

大 名 簿 編 集 費 500,000 500,000 0 名簿積立金へ 500,000 名簿改訂積立金

部 活 動 後 援 費 1,000,000 1,000,000 0 部活動支援費 1,000,000 部活動支援費用

事 務 手 当 600,000 600,000 0 事務局長手当 600,000 事務局長手当

人 件 費 1,500,000 1,603,020 △103,020 事務局パート代（交通費含） 1,600,000 事務局パート代

印 刷 費 250,000 180,364 69,636 コピー機リース代他 200,000 コピー機リース代・インク代等

会 報 費 1,200,000 1,171,240 28,760 北辰会報印刷(春・冬)、発送 1,150,000 北辰会報印刷費、発送費

会 議 費 50,000 11,000 39,000 会議等 20,000 理事評議員会・支部代表者会議

通 信 費 200,000 197,739 2,261 電話代・領収書葉書代・案内等 200,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等

旅 費 交 通 費 350,000 1,970 348,030 200,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費

永 年 勤 続 表 彰 費 0 0 0 0 学校職員10年勤続者

慶 事 費 100,000 10,000 90,000 100,000 各支部総会祝儀等

産 業 教 育 振 興 会 費 5,000 5,000 0 １口 5,000 産業教育等協賛費
年会費１口

事 務 用 品 代 100,000 24,328 75,672 コピー用紙・封筒・文具類他 50,000 事務局事務用品等

振 替 手 数 料 130,000 100,107 29,893 会費振替手数料 120,000 会費振替手数料等

雑 費 50,000 27,857 22,143 茶葉代他 30,000 茶葉代等

事 務 局 運 営 費 150,000 127,252 22,748 水道光熱費、電話リース代等 130,000 水道光熱費・清掃代・電話リース費用

予 備 費 35,000 26,950 8,050 名簿管理ソフト購入 115,000

北 辰 会 長 表 彰 費 30,000 30,000 0 生徒表彰記念品代 30,000 生徒表彰記念品代

寄 付 0 0 0 0 基金へ

合 計 6,500,000 5,636,827 863,173 6,300,000

次年度繰越金 389,356

基金会計（令和3年４月１日～令和4年３月31日）（単位：円）

費　目 金　額 摘　要

収
　
　
入

前 年 度 繰 越 金 7,470,604 福岡ひびき信用金庫定期預金	 7,400,000円
福岡ひびき信用金庫普通預金	 70,604円

預 金 利 息 320 福岡ひびき信用金庫定期利息

合 　 　 計 7,470,924

次年度繰越金 7,470,924 福岡ひびき信用金庫定期預金	 7,400,000円
福岡ひびき信用金庫普通預金	 70,924円

名簿積立金 （令和3年４月１日～令和4年３月31日）（単位：円）

費　目 金　額 摘　要

収
　
　
入

前 年 度 繰 越 金 177,236 福岡ひびき信用金庫普通預金	 177,236円

名 簿 積 立 金 500,000 名簿引当金（令和8年改訂名簿編集費）

利 　 息 2 利息

合 計 677,238

次年度繰越金 677,238 福岡ひびき信用金庫普通預金	 677,238円

北辰会費納入のお願い 教育振興基金納入のお願い

旧職員	 山下　恭之
旧職員	 芳賀　良幸
旧職員	 谷崎　眞行
昭17機１種	熊谷　　貢
昭17機１種	茂木　拓郎
昭18機１種	辻󠄀野　菊男
昭20機１種	柴田八年志
昭20化	 落合　常巳
昭20化３種	山本　正昭

昭21機３種	石松　秀勝
昭25機	 畠中大三郎
昭25電	 後藤　忠則
昭25電	 本　　康則
昭25電	 柳田　和馬
昭27機	 清永　雅弘
昭27電	 北山　高義
昭28電	 倉地　　実
昭28電	 松永　美信

昭28化	 大成　史郎
昭29機	 山下　恭之
昭29電	 田村　弘義
昭29電	 長岡　邦英
昭30機	 松井　宏文
昭30電	 菅原　正和
昭30化	 岩本　正陽
昭31電	 古賀　一喜
昭31電	 篠崎　　正

昭32機	 永田　勝彦
昭32化	 川崎　陽介
昭34電	 吉永　　陽
昭34電通	 重冨　勝巳
昭35機	 磯部　　登
昭35機	 沖永　春生
昭35機	 金丸　政雄
昭35機	 原田　嘉史
昭36機	 野田　一雄

昭36電	 板谷　敏廣
昭36電	 佐竹　基彦
昭36化	 斉藤　正憲
昭37機	 松田　宗徳
昭42機	 四ヶ所正好
昭42機工	 山﨑　留治
昭42機工	 山崎　　修
昭44電	 二宮　　隆
昭44電子	 不破　鉄生

昭45機	 斗光　雅明
昭47機	 水田章次郎
昭50電	 国房　秋久
平19電子	 橋本　和樹

ご逝去された方々のご冥福を心からお祈り申し上げます。
（令和３年12月より令和４年11月までに連絡のあった方々）令和３年～４年にご逝去された方々
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